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DuMA ニュースレター                                    ２０２５年８月２５日 

８月２６日は「火山防災の日」 

 ９月１日が「防災の日」という事はよく知られているかと思います。この日付は１９２３年９月１日に発生し

た関東大震災によるものです。制定は１９６０年と古く、歴史のあるものです。 

 それに対し本日紹介する「火山防災の日」は、２０２３年に設定されたもので、まだ歴史の浅い記念日

です。設置の目的は、国民の間に広く活動火山対策についての関心と理解を深めるため、となっていま

す。なぜこの日が選定されたのかは、１９１１年に日本初の火山観測所が浅間山に設置された８月２６日

に由来します。 

日本には１１１の活火山があり、噴火による噴石や火砕流、火山灰などがこれまで多くの命や暮らしに

深刻な影響を及ぼしてきました。かつては「休火山」や「死火山」という言葉も使われていましたが、数百

年〜数千年の休止を経て再び噴火する可能性があることから、現在は「活火山」という表現に統一され

ています。 

 ２１世紀もすでに四半世紀が経過していますが、今のところ今世紀の「大噴火」は新しい島が誕生した

西之島噴火の１件です。 

 次にお示しする図は、中央防災会議の資料に加筆したものですが、２０世紀は中規模の噴火も２件の

みでした。実は高度経済成長期は大地震も大噴火も少なく、ある意味自然にも助けられたのだと考えて

います。日本列島では２１世紀には大規模噴火が数回は発生するであろうと考えられています。 

 

 ２０１４年の御嶽噴火は大きな人的被害を出してしまいましたが、これは１）秋の行楽シーズン、２）土曜

日、３）好天、４）お昼時というある意味山頂付近に最も登山者が多い時期に発生したため、被害が大き

くなってしまったのです。ただ噴火規模としては、実は極めて小規模だったのです。 
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 皆様も活火山に登山される場合には、ぜひ噴火警戒レベルの確認や、ニュース等で最近の火山活動

をお調べになってから登山をお願いします。さらに最近では熊の出没・目撃状況なども確認しなければ

いけないのだと推測しています。 

 

日本およびその周辺の広域地下天気図® 

 ７月２８日のニュースレターに続き、現在の気象庁の観測網で解析できる最大範囲の領域の解析で

す。今週号では８月２１日時点の Lタイプ地下天気図をお示しします。 

 

 前回からの変化で一番大きいのが、北海道沖・青森沖に見られていた静穏化領域がかなり縮小して

いる事です。ちなみに先週号（８月１８日号）は、陸域でマグニチュード５クラスという日本では被害がそ

れほど出ない地震活動を反映する図と考えており、今週号での解析は、マグニチュード７クラスを反映

する図とお考えください。 
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